
質
問
一

公
民
館
等
公
共
施
設
の
「
受

益
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

ア

施
設
を
利
用
す
る
こ
と
で
受
け
る

利
益
に
つ
い
て
。

イ

公
民
館
利
用
で
受
益
者
負
担
の
考

え
方
は
、
社
会
教
育
法
の
理
念
に
背
く

の
で
は
。

二

減
額
・
免
除
の
基
準
に
つ
い
て
。

三

意
見
交
換
会
で
の
意
見
と
集
約
・

反
映
に
つ
い
て
。

四

施
設
使
用
料
適
正
化
検
討
委
員
会

委
員
の
構
成
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

ア

利
用
者
に
と

っ
て
、
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
自
体
が

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

イ

い
つ
で
も
等
し
く
施
設
が
利
用
で

き
る
環
境
の
整
備
と
、
適
正
に
負
担
を

分
か
ち
合
い
な
が
ら
施
設
を
大
切
に
す

る
と
い
う
考
え
方
は
相
反
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
理
念
に
背
く
も
の
で
は
な
い
。

二

施
設
使
用
料
適
正
化
検
討
委
員
会

で
、
施
設
ご
と
に
基
準
を
検
討
す
る
。

三

有
料
に
反
対
・
賛
成
、
双
方
の
意

見
が
あ
っ
た
。
意
見
を
集
約
し
施
設
使

用
料
適
正
化
検
討
委
員
会
の
資
料
と
し

て
活
用
す
る
。

四

１２
名
以
内
で
組
織
し
、
有
識
者
が

２
名
以
内
、
施
設
利
用
者
団
体
か
ら
３

名
以
内
、
そ
の
他
市
民
か
ら
７
名
以
内

で
、
う
ち
２
名
以
上
は
公
募
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

学
校
給
食
に
つ
い

て

質
問
一

市
で
は
、
寄
附
金
市
場
の
拡

大
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

二

ふ
る
さ
と
納
税
に
伴
う
状
況
に
つ

い
て
。

三

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
に
よ
る
寄

附
金
制
度
の
導
入
を
。

答
弁
一
（
市
長
）

寄
附
者
の
志
や
思

い
に
こ
た
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
。
手
続
き
は
、
で
き
る
限
り
簡

便
に
、
寄
附
者
が
安
心
し
て
気
軽
に
寄

附
が
で
き
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と

が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

二

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
一
般
的
に
過

疎
等
で
税
収
の
減
少
に
悩
む
自
治
体
に

有
利
で
、
首
都
圏
に
あ
る
自
治
体
は
不

利
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
寄
附
を
増
や

す
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
制
度
が
有
効
に
機
能
す
る
よ
う
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

三

市
民
や
市
外
の
鶴
ヶ
島
出
身
者
に

と
っ
て
の
ふ
る
さ
と
鶴
ヶ
島
意
識
の
醸

成
に
も
意
義
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
寄

附
を
行
っ
た
場
合
、
Ｐ
Ｒ
効
果
は
大
き

い
こ
と
か
ら
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

鶴
ヶ
島
市
が
一
部
事
務
組
合
再
編

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

二

ギ
ネ
ス
に
挑
戦
、
鶴
ヶ
島
版
日
本

一
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

三

「
地
方
再
生
対
策
費
」
の
現
状
と

有
効
活
用
に
つ
い
て

初
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
寄
附
制
度
を

前
向
き
に
検
討
を
行
う

山
中

基
充

議
員

宮� 弘子 議員

公共施設の使用料について

応分の負担を

身近になったインターネット

３月１１日・１２日・１３日の３日間行
われた一般質問の主な質問（Ｑ）
と答弁（Ａ）の概要を掲載します。
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